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A－28　調≪*料によゐゑ峯抑制劾采c* 3匁）舞理用涌の調理知訓－いべ
　　　　布邨学菌狐火　o寺看取^づ福ffl靖｝

食　物　15

　B妁　前ぜでは，洒瀬，みそ，しょうlりこゑ峯抑制如粟のあるこ-c ^認v），そiK 5 が侈，

衝牝fc噸俸じ卸季Iてぃ^ Z とt乍鳶しTi.年回vt　最也考漏れ多< 狐^ れるi:うになっ

r^箭理角池の顕膠肺葉の一端^やゐ§妁でし喘報と同祷ぷト'い4- Iレマミンa よv鯖も用

いて, そiK 5の^^t･マ% し･ｸ゛如峯乞今L cと官牝検査によって検討しn，

　｀が嘸　夜用in調味料は，淮戦の冊旅泊，令式場　靖場，グッド・ｸﾞ｀ワｊソ, ミ･) ン等

，lo種り

－Iレ%, 比重等. 乞常法によ') 測^し以TM A につい-X核, H S V 俵によゐ斥しc分祢

と弓山奢　の一対比軟まによ^翫検奮毛Vこu つrこ. ず1̂ 盾u 研t.%f. 5 名おJ: び？t

祓名も禰いて恥,- なっく.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　呻栗　T M 八戎苔キ＼t. 料理角で＼V.4-～皿1 V'． ク-VχVｸﾞ･n h Vで＼､へlぷ刄. 合成酒

で｀U､Z（靖角ぞ筑AV,,ミリソで(i^､ぎ～μヽ7 兄であっK.料理涌ば　千社策苗|こついて

測^いこ（各社間の聞いま眼！ Dヽ・r<.まにそ政^ がて-H±と｡比例扨斤にあゐ'- とが応

めs Kn。官'St捺奢で'＼t，T M A f^禰いre もの堵，ワ４ソ, T私新理気卜松對危う画，ミ

リン, 兪戦泗の噪I'11-芳≪^'認めりK n。It t 用いr; -i川I.　T紅舞刄角，ワhソ，K松

料資乖　い) ■/, な成-^の嘸に真夏仰制勧－のあることが認めら｀Tこ｡

　　　* 哨ﾜo ^ 賀i りq 7埓本学剣K 瀬考

A－29 調理によ否魚晦の有獅蝉.リジンの根夫に->いて

Ξ寥大泉育　　娘m　鴻子

　目的　£ - 7 り簒きiつ有効作りジ）＼i=酸化脂噴その他の恥響き廃けや寸い・そこX｀

布勤蝉リジンの双化をまぎすそことによ，z , 調理にあヽけろゑ陶タンハリ啖の飛火を明ら

かヽにしたいと方之，鈎扱の為･ﾀﾞｶﾞ理に於凍処題を加it 傷験き行拿った。

　き滅　扱樗料：タイ,ハマチ4とヽ･ の鮮ゑをタ～/2厦同ネームフリ- ジン７゛しf-ik. 條境

. 油疼げなとヽ｀の調痩を行い試漸とi た。有初轜リy >の刑吏It Cuけe-'rtie.rらの方戒に専び

た。禰脂の刑吏■■ 魚峰j･リ柚弧t た油脂*>i' び楊げ禰のmis', 産酸化物価･ カ･・本）ロレ価

i B 本渚叱倖協合のJt 埠嫁にぶフフ刈気l r~.

　秘軋　a)　に選同･・わた^ 沸凍朔同中　有知性リジン量･り事とんとヽ･ 坂化I なψヽ。t~.酸

柵。遥膿化物価尊･t慢*ヽ･^増加し，塩塵性タンハfクIt 僅*ヽ･-威少i た，

　(2) 涛壕無，吻* 加熟処理I 八場合，奉勅瓢リジyの凛火･t'i畔魚肉の場合よ') も大孝く

｡タイてヽ’吋貳　l＼マチてヽ/な∂% とIf った。しヵヽI 冷4.新阿によ? 巣は詔められなかツた。

　（3）　無料油｀匁化珀の為･r'琲埋にあヽいz. 新鮮魚肉一乙ヽit劣祀油n よる剥奪が哨ら6ヽ/-貧

められたが，涛凍え肉･zヽ｀If 両着の東ヵりいA ど゛令t･｀■>た。ハマt 鮮叫kヽ■z゛ばむれ/,!,3 %

どかなり抑暫が’ありたが，冷壕魚-i- If /≪･､タ%と/ﾀ,ff, と　満夫': ^が少奈かうH。これIf

揉･f .-ftの影喀ありt 、蔵噫によ5 4a蔵の匁化の易>^の方*'大きか，た丸if, T｀あろう。

　(4,) 燥縫の琢春　^ t t t ＆-Zヽ加庶す? と一々物性y y >'It得夫レ，とくに'?^璋ゑ陶･zヽヽ･ま

-tlA *"･｀即吋にi^した。珀鴻If Tヽnがi膜同様ほとんとヽヽ･rt大･ぶ認>',タれ^*≪ヽつた。




